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揺らぎの効果
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2成分引力フェルミ原子気体におけるスピン帯磁率への揺らぎの効果に
ついて議論する．超流動ゆらぎをガウス近似の範囲で取り込んだ
Noziéresと Schmitt-Rinkの理論（NSR理論）[1]は，様々な物理量をよ
く記述する一方で，スピンインバランスを含む系に適用した際には，ス
ピン帯磁率に異常が発生することが知られている [2,3]．スピン帯磁率
χ(h)は，熱力学的に，常に χ(h) > 0となることが要請される．しかし，
NSR理論に基づく解析では，ユニタリー領域に χ(h) < 0となる領域が
現れる（図 1．ただし，ここでは転移温度におけるゼロ磁場帯磁率 χ(0)
の相互作用依存性を示した）．この問題を解決するため，我々はNSR理
論を拡張し，スピン帯磁率の解析を行った．本発表では，この解析結果
を示し，スピン帯磁率への揺らぎの効果について議論する．
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図 1: 超流動転移温度におけるゼロ磁場帯磁率 χ(h = 0)の相互作用依存
性．NSR理論（点線）で見られる帯磁率の異常（χ < 0）は．拡張した理
論（実線）を用いることで取り除かれる．χ0(0)は自由フェルミ粒子のゼ
ロ磁場帯磁率である．
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